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Word Pairs and  both A and B in The Book of Margery Kempe
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１．は じ め に

　これまで筆者はandで結び付けられた２語の意味関係などを研究してきたが、ここでは視点を変えて、
どのような語句によって２語が接続されているかに着目して考察を進める。andのみによって接続され
ている表現と、そこにさらにbothが付加されたものとでは何が異なるのか、中英語散文テキストに実際
に見られる様態を基に論じたいと考える。

１．１．本論文における背景・着眼点

　andなどの接続詞によって結び付けられた表現はワードペアと呼ばれ、英語の歴史を通じて広く見ら
れるものである。筆者はワードペアを [ A and B ] の型（プロトタイプ）を持つものと位置付けており、
青木（2015、2017、2020）などで、多様な文脈に見られる実際の表現例を対象として研究を続けてきた。
ワードペアを [ A and B ] の型（プロトタイプ）とする観点からは、bothが付加された表現は、そこか
ら発展して、もう一つ要素が加わったヴァリエーションであると捉えられる。
　ここで問題となるのは、bothが付加されたことによって、andのみの“通常の”ワードペアからは何が
変わったのかといった点である。本来、日常言語におけるA and Bでは、andで接続されることを通じて、
既にどちらかではなくAとBの両方を含んでいるはずである。bothがなくても充分に伝わることも多い
のではないだろうか。このように、理屈で言えばbothが“不要な”場面においても、あえてbothが使われ
ているとすれば、そこには何らかの表現上の理由などがあるのではないか。元の表現にはない何かを示
そうとする意図などがあったのではないだろうか。
　bothを付加することは、漠然とは、AとBのいずれか、両方、あるいはその関係性などを「強調するもの」
であろうとは予想されるが、実際に調査されたことはあまりないように思われる。bothが付加されたワー
ドペアと付加されていないワードペアの具体的な様態を、ワードペアが特に多いとされているテキスト
で精査することによって、bothの表すもの（作者の意図、文中での役割、読者への効果など）が明確に
見て取れるのではないかと考えた。
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１．２．本論文におけるリサーチ・クエスチョン
　本論文において考察する点は以下の通りである。

　１）bothのあるなし両方が見られるワードペア表現において、そこにはどのような使用域等の差異が
見出されるか。

　２）bothが付加されたワードペアが特に好んで使われる状況、文脈、意味内容はあるか。
　３）bothが付加されなくてもほとんど同じ意味だったであろう状況等で、bothを付加した作者の意図

は何か。

１．３．調査・分析の対象

　本論文ではThe Book of Margery Kempe の電子テキスト版に見られるboth A and B等の表現を研
究対象とする。なお単語bothそのものは当該テキストにおいては101例が見られるが、そのうち25例は、
代名詞としての用法など、andと共には使われないものである。それらは、ここで目指しているワード
ペアとの比較が成立しない。それらを除外して、both A and Bまたは A and B bothの形で使用されて
いた76例が今回の調査・分析の対象となる。

２．調査結果と考察

　The Book of Margery Kempe における76例52種類のboth A and B等は以下の通りである。下の表１
では、bothがどのような２つの語句を結び付けていたかに沿って用例を分類した。この表では、列は左
から、bothで結び付けられた語句、使われていた位置（電子テキストのため頁数はなく、通しの行数）、
テキストで実際に見られた形となっている。なお同じ種類の表現が複数回使われていた場合は用例数も
付記している。

表１　The Book of Margery Kempe における76例の both A and B 等の一覧
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　ここからは、bothが付加された表現が、bothのないワードペア表現とはどのように異なっていたかに
ついて、その背景なども含めて論じていく。

２．１．反意語や対になる語句の割合が高いことについて

　当該テキストに限らず、ワードペア全般は同意語からなるものが多いと言われている。しかしbothが
付加された表現に関しては、必ずしもそうではないことが今回の調査を通じてわかった。
　Koskenniemi（1975）によると、The Book of Margery Kempe には、262種類、391例のワードペア
があるとされている（p.213）。262種類のワードペアについては、その意味関係は以下のような構成になっ
ているとのことである。下の表２は、全体としてはKoskenniemi（1975, p.213）を引用したもので、そ
こに筆者が訳語を充てるなどして整形した。ここに示すように、Koskenniemi（1975）の分類によると、
大部分（約61%）のワードペアが、ほぼ同じ意味の語句からなる組み合わせであったとされている。

　対して表３は、bothが付加された表現の52種類について、今回の調査を通じて見られた意味関係をま
とめたものである。ここで主流となっているのは、同意語などではなく、反意語またはもともと対になっ
ている語句が組み合わされているものであった。

表２　Koskenniemi（1975）による、ワードペア表現の意味関係の割合
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　この違いはどこから生じたものであろうか。まず、Koskenniemi（1975）と筆者とでは、何をもってワー
ドペアと見なすのか等の基準が異なっている可能性があり、その段階から異同があることは否定できな
い。次に、そもそも同意語かどうかについての判断は、意味の多少の幅がある中で見解が分かれること
もあり、曖昧なケースも多いであろう。それらを差し引いてもなお、表２のように明らかに同意語から
なるものが圧倒的に多い状況だとは言えず、ワードペア全般と、bothが付加された表現との間には、組
み合わされる語句の意味関係に大きな違いが見られると言うことができる。ワードペア全般とは異なり、
bothが付加された表現では、反意語または対になる言葉が組み合わされる傾向が強く示されている。
　bothのあるなしによってこの差異が観察されたとするならば、このことは単語bothの用法自体に起因
すると考えるのが自然であろう。これまであまり強調されたことはないかもしれないが、bothには、特
に反意語や対になる語句を結び付ける機能があるといった可能性は、今後に向けて指摘されるべきだと
考えられる。

２．２．慣用句等との親和性が高いことについて

　Wilsonによると、The Book of Margery Kempe の文体は、ワードペアの繰り返しが多く、退屈なも
のと評価されているようである。確かに同時代の作品と比べると、場面にもよるが、当該テキストにつ
いては、やや表現の幅が狭い印象はある。しかしヴァリエーションという観点、ここでは特にワードペ
アにbothを付加することに着目したとき、Margeryは単純に慣用的なワードペアを繰り返したのではな
いという面が見えてくると考えられる。
　特に複数の用例がテキスト中に見られるものに着目すると、day and night、good and evil、quick 
and deadといった、現代でもあちこちで見られるようなペア表現に対して、何度もbothを付加して繰り
返していることがわかる。加えて、同時代の別のテキストでも見られる、いわば時代を代表するような
ペアや、テキスト中の別の箇所でも見られるペアなど、どちらかと言えば頻度が高いペアに対してboth
が付加されている印象である。
　以上の点から、Margeryは、慣用的なワードペアや頻度の高いワードペアをそのままの形で使うの
ではなく、bothを付加することで目先を変えるようにしていたとは言えないだろうか。彼女にとって
は大切な、ワードペアという数少ない手持ちの技法をより活用しようとしていたとすれば、ここには
Margeryの表現上の工夫が現れており、bothにはワードペアの表現の幅を広げ、ひいては作者の表現の
幅を広げる機能があったと捉えられるのではないだろうか。

表３　bothで組み合わされた語句の意味関係の割合
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２．３．人を表す語句等にbothが多く使われていることについて

　最後に、人を表す多様な語句に対してbothが多く使われていることについて、当該テキストの内容を
踏まえて論じたいと思う。人を表す語句がbothによって結び付けられた表現は、当該テキストの主題に
も深く関わっていると考えられる。
　当該テキストは、Margeryが神秘的な体験を通じて得た信仰心と、それに基づいて聖地などを旅した
経験を記述したものである。エルサレム、ローマなどの巡礼地やイギリス国内外のいくつかの都市で、
また教会や街中で、Margeryが多くの人と交流し、彼女によくしてくれた人だけでなく、つらくあたる
人や宗教的に反対する人なども含めて多様な人と出会ったことは、この作品におけるハイライトであり、
その記述は重要なものであったであろう。それに呼応して、人称代名詞同士を結び付けたものや、men 
and women、archbishops and bishops、monks and priests and seculer menなど、様々な場面で人を
表す多くの種類の語句がbothと共に使われている。このようなbothの使用は、The Book of Margery 
Kempe における表現の特色の一つと言えるではないか。
　また、前に見たように「同意語でない語句」をむしろ多く接続するbothは、異質なものを結び付ける
ような言説においても活用されている。religious and secular、heathen and Christianなどの語句のほ
か、God and man、devil and world、this world and the otherといった語句を組み合わせたbothの表現
は、時に人と人との関係を超えて、人ならざるものと人とを結び付けている。これらについては、平信
徒ながらキリストのヴィジョンを得たとされるMargeryの、聖と俗とをつないだ経緯そのものと相関し
ていると指摘できるのではないだろうか。

３．むすび

　ワードペア全般との比較を通じて、The Book of Margery Kempe におけるbothが付加された表現に
は、おそらく作者自身は意識していない使用傾向と、逆に意図的な表現上の工夫を感じさせる面、さら
には作品の主題に関わる特徴的な用例などが見られた。今後は、他の接続詞や接続表現（either A or B, 
neither A nor Bなど）とも併せて、総合的に接続表現の機能の違いに関する研究を進めたいと考えている。
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